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納
涼
祭
を
終
え
て

納
涼
祭
実
行
委
員
会

７
月
30
日
、
中
央
公
園
で
18
時
30
分

か
ら
21
時
30
分
ま
で
納
涼
祭
を
開
催
し

ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
１
日
だ
け
の
開
催

で
し
た
が
、
今
年
は
夜
店
も
復
活
し
ま

し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
清
和
台
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
。

暑
い
中
３
曲
の
演
奏
が
あ
り
、
会
場

の
皆
さ
ん
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
あ
り
ま

し
た
。

来
場
者
は
多
く
、
感
覚
的
に
は
コ
ロ

ナ
前
の
賑
わ
い
を
上
回
り
、
中
央
に
設

け
ら
れ
た
櫓
と
夜
店
の
間
の
通
路
は
ま
っ

す
ぐ
に
歩
け
な
い
程
で
し
た
。

自
治
会
主
催
の

抽
選
会
を
20
時
頃

か
ら
行
い
ま
し
た
。

１
等
か
ら
４
等

の
計
10
本
の
ト
ナ

リ
エ

商
品
券
を

当
選
者
に
渡
し
ま

し
た
。

敬
老
の
お
祝
い福

祉
・
保
健
部

今
年
、
長
寿
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
る

皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

末
永
く
、
ご
家
族
共
々
、
お
健
や
か

に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

上
寿
（
百
歳
以
上
）

７
名

白
寿
（
大
正
13
年
生
れ
）

0
名

卒
寿
（
昭
和
８
年
生
れ
）

41
名

米
寿
（
昭
和
10
年
生
れ
）

54
名

傘
寿
（
昭
和
18
年
生
れ
）
１
０
８
名

喜
寿
（
昭
和
21
年
生
れ
）

93
名

古
希
（
昭
和
28
年
生
れ
）

63
名

計
３
６
６
名

お
祝
い
の
商
品
券
を

敬
老
の
日
前
後
に
お
届

け
し
ま
す
。

文
化
祭
の
お
知
ら
せ

文
化
祭
実
行
委
員
会

皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る

「
文
化
祭
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
祭
」
は
、
近
年
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
踏
ま
え
て
、
「
文
化
祭
」

と
名
を
変
え
て
、
次
の
と
お
り
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
奮
っ

て
ご
参
加
下
さ
い
。

日

時

11
月
４
日(

土)

10
時
～
15
時

場

所

南
小
学
校

三
自
治
会
情
報
交
換
会

7
月
15
日
、
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
自
治

会
主
催
で
開
催
さ
れ
、
清
和
台
か
ら
は
、

会
長
と
副
会
長
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

自
治
会
活
動
の
近
況
で
は
３
自
治
会

と
も
コ
ロ
ナ
前
の
活
動
に
近
づ
け
る
工

夫
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
の
な
り
て
不
足
、
自
治
会
員
減

少
対
策
な
ど
が
共
通
の
課
題
で
あ
る
こ

と
を
再
度
認
識
す
る
な
ど
有
意
義
な
交

換
会
と
な
り
ま
し
た
。

り
ん
ど
う
賞
受
賞

佐
伯

孝
夫
さ
ん
（
東
４
）

剣
道
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た

愛する心をつないで 誇れるまちにしよう

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



◎
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
８
月
号
」

休
刊
の
た
め
、
役
員
会
だ
よ
り
は
７

月
・
８
月
を
併
せ
て
掲
載
し
ま
す
。

役
員
会
だ
よ
り
（
４
５
１
号
）

開
催

７
月
16
日

［
議
題
報
告
事
項
］

〈
会
議
、
行
事
予
定
〉

・
納
涼
祭

・
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
８
月
号
休
刊

・
７
月
15
日

三
自
治
会
情
報
交
換
会

（
１
面
参
照
）

［
各
部
報
告
］

（
総
務
部
）

・
６
月
度
部
長
会
、
役
員
会
の
準
備
、

後
片
付
け
、
議
事
録
作
成

（
広
報
部
）

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」

３
２
９
号
発
行
、
Ｈ
Ｐ
ア
ッ
プ

広
報
板
管
理

（
環
境
部
）

・
街
路
樹
、
公
園
等
の
管
理

住
民
か
ら
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
改

善
予
定

・
資
源
回
収
事
業

6
月
度
実
績

32
・
6
ト
ン
（
前
年
比

85
％
）

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
6
月
度
慶
弔
関
係

新
生
児

３
件

お
悔
や
み

10
件

・
社
協
会
員
会
費
と
日
赤
社
資
募
集

（
７
月
既
報
）

（
文
教
部
）

・
第
５
自

横
断
幕
を
補
修

・
ガ
ジ
ュ
マ
ル
盆
栽
教
室
準
備

（
体
育
部
）

・
春
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加

・
納
涼
祭
抽
選
会
準
備

（
安
全
部
）

・
防
犯
カ
メ
ラ
点
検
７
月
初
旬
完
了

第
３
自

７
号
基
交
換
予
定

・
交
番
だ
よ
り

交
通(

人
身)

事
故

0
件

刑
法
犯
罪

２
件

東
３

自
転
車
盗

東
１

自
転
車
盗

・
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
３
回
実
施
予
定

（
会
館
運
営
部
）

・
各
自
治
会
館
点
検
、
要
望
、
指
摘
事

項
の
確
認
と
是
正

・
第
４
自

床
板
張
替
え
８
月
予
定

役
員
会
だ
よ
り
（
４
５
２
号
）

開
催

８
月
20
日

［
議
題
報
告
事
項
］

〈
会
議
、
行
事
予
定
〉

・
７
月
30
日

納
涼
祭
（
１
面
参
照
）

・
11
月
４
日
（
土
）
文
化
祭

南
小

（
１
面
参
照
）

・
下
期
班
長
会

書
面
送
付
で
開
催

・
下
期
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

11
月
12
日
～
19
日
各
地
区
で
予
定

・
川
西
市
防
災
訓
練

11
月
26
日
（
日
）
南
小
学
校

［
各
部
報
告
］

（
総
務
部
）

・
７
月
度
部
長
会
、
役
員
会
の
準
備
、

後
片
付
け
、
議
事
録
作
成

（
環
境
部
）

・
街
路
樹
、
公
園
等
の
管
理

６
月
課
題
箇
所

処
理
済
み

７
月
西
３
・
４
丁
目
歩
道
盛
上
り

市
道
路
整
備
課
が
処
理

・
資
源
回
収
事
業

７
月
度
実
績

37
・
2
ト
ン
（
前
年
比

99
％
）

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
７
月
度
慶
弔
関
係

新
生
児

３
件

お
悔
や
み

８
件

・
９
月

敬
老
の
お
祝
い
（
１
面
参
照
）

・
献
血
実
施

ト
ナ
リ
エ
清
和
台

（
３
面
参
照
）

（
文
教
部
）

・
横
断
幕
点
検

異
常
な
し

・
ガ
ジ
ュ
マ
ル
盆
栽
教
室
開
催

29
名
参
加

（
体
育
部
）

・
納
涼
祭

抽
選
会
実
施

（
安
全
部
）

・
防
犯
カ
メ
ラ
点
検

樹
木
繁
茂
に
よ
る
視
認
障
害

対
策

検
討
中

・
交
番
だ
よ
り

交
通(

人
身)

事
故

３
件

県
道

西
５

車
と
自
転
車

市
道

東
３

自
転
車
単
独

県
道

西
２

車
と
車

刑
法
犯
罪

器
物
破
損
１
件

東
３

中
央
公
園
倉
庫
扉

・
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

夏
休
み
中

３
回
実
施

（
会
館
運
営
部
）

・
各
会
館
点
検
、
要
望
の
確
認
と
是
正

・
第
４
自

床
板
張
替
え
８
月
完
了

せいわだいにゅ～す 令和５年９月10日（２）

新
入
会
員

７
・
８
月
度

（
敬
称
略
）

藤

河

隆
太

西
３

佐
々
木

剛
史

西
２

ほ
か

５
名



献
血
の
お
礼

献
血
推
進
協
議
会

清
和
台
支
部

7
月
15
日
、
ト
ナ
リ
エ
清
和
台
に

て
行
い
ま
し
た
結
果
報
告
で
す
。

暑
い
中
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
付
者
数

59
人

２
０
０
㎖

３
人

４
０
０
㎖

47
人

ガ
ジ
ュ
マ
ル
盆
栽
教
室

文
教
部

８
月
10
日
、
第
５
自
治
会
館
で
開

催
し
ま
し
た
。
宝
塚
の
美
術
工
房
か

ら
講
師
を
お
招
き
し
、
２
部
制
で
計

29
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ガ
ジ
ュ
マ
ル
は
南
方
の
植
物
で

「
幸
せ
を
呼
ぶ
木
」
、
沖
縄
で
は

「
精
霊
が
宿
る
木
」
＝
キ
ジ
ム
ナ
ー

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
根
っ
こ

が
丸
っ
こ
く
、
か
わ
い
ら
し
い
ガ
ジ
ュ

マ
ル
を
コ
ッ
プ
サ
イ
ズ
の
鉢
に
植
え
、

土
の
表
面
に
、
皆
さ
ん
の
セ
ン
ス
で

苔
を
盛
り
ま
し
た
。
児
童
も
楽
し
み

ま
し
た
。
当
日
参
加
で
き
な
か
っ
た

５
名
に
は
、
教
材
と
レ
シ
ピ
を
渡
し

ま
し
た
。

「
安
全
協
力
員
」
を
募
集

清
和
台
小
、
清
和
台
南
小

子
ど
も
た
ち
の
通
学
を
見
守
る

「
安
全
協
力
員
」
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
清
和
台
は
真
ん
中
に
県
道
が
通
っ

て
お
り
、
交
通
量
が
多
い
朝
の
通
勤
・

通
学
時
間
帯
は
非
常
に
危
険
で
す
。

安
全
協
力
員
は
、
交
差
点
や
横
断

歩
道
そ
ば
で
、
安
全
な
通
学
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に

毎
日
触
れ
、
地
域
の
安
全
、
安
心
に

貢
献
で
き
る
な
ど
、
や
り
甲
斐
が
あ

り
ま
す
。

週
１
回
で
も
、
ご
都
合
の
良
い
時

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
は
両
小
学
校
ま
で
。

清
和
台
小

７
９
９
ー
０
７
３
０

清
和
台
南
小

７
９
９
ー
１
２
５
４

（３） せいわだいにゅ～す 令和５年９月１０日

認
知
症
カ
フ
ェ

「
ひ
と
や
す
み
カ
フ
ェ
」

日

時

９
月
27
日
（
水
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

ト
ナ
リ
エ
清
和
台
２
階

ｃ
ａ
ｆ
ｅ

m
u
k
u

参
加
費

１
０
０
円

フ
レ
ー
バ
テ
ィ
、
お
菓
子
付
き

※
清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
介
護
相
談
」
が
あ
り

ま
すふ

れ
あ
い
広
場

日

時

10
月
５
日
（
木
）

13
時
30
分
～

内

容

フ
ル
ー
ト
演
奏

奏

者

神
崎

順
子
さ
ん

場

所

第
４
自
治
会
館

※
飲
物
は
各
自
お
持
ち
く
だ
さ
い

「
和
」
カ
フ
ェ

な
ご
み

日

時

10
月
15
日
（
日
）

13
時
30
分
〜
15
時

場

所

第
１
自
治
会
館

参
加
費

１
０
０
円

内

容

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

「
カ
ラ
ッ
と
」

※
清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
介
護
相
談
」
が
あ
り

ま
す

さ
ん
り
ん
し
ゃ

日

時

10
月
18
日
（
水
）

10
時
〜

場

所

友
楽
園

内

容

さ
つ
ま
い
も
掘
り

持
ち
物

長
靴
、
ス
コ
ッ
プ
、

軍
手
、
飲
物
等

対

象

未
就
園
児
と
保
護
者

※
参
加
費
無
料
、
予
約
不
要

小
雨
決
行
（
荒
天
中
止
）

※
全
て
の
行
事
に
マ
ス
ク
着
用
で

お
願
い
し
ま
す

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
り
中
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ

マ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

福

祉

だ

よ

り

手をつなぎ こころ育てる 福祉の輪・話・和
わ わ わ

お
悔
み

（
敬
称
略
）

坪

内

夏
朗

西
２

高

浦

正
行

西
４

長
谷
川

良
行

東
４

清

田

彦
作

東
5

吉

田

元

西
３



せいわだいにゅ～す 令和５年９月１０日（４）

摂取エネルギーが消費エネルギーを上回

ると、余分なエネルギーはグリコーゲンや

中性脂肪に作り替えられ、体に蓄えられま

す。

中性脂肪が肝臓に貯蔵され、通常５％程

度の肝細胞中の中性脂肪が30％以上になる

と脂肪肝と診断されます。脂肪肝は大きく

分けて、アルコール性と非アルコール性に

分けられますが、非アルコール性脂肪肝の

方がはるかに多いと言われています。

男性なら1日３合以上を５年以上、女性

であれば1日２合以上を５年以上続けてい

る常習飲酒家なら、アルコール性肝炎から

肝繊維症、肝硬変と進行する危険性があり

ます。非アルコール性脂肪肝も同様に脂肪

肝炎から肝繊維症、肝硬変と進行する危険

性があり、要注意です。

非アルコール性脂肪肝は中性脂肪増加が

原因ですので、肥満、糖質過多、高脂肪食

摂取を控えることが重要です。

肥満は摂取エネルギーが消費エネルギー

が上回った状態が継続した結果ですので当

然かもしれませんが、過度のダイエットに

よる極度の飢餓状態でも脂肪肝を発症しま

す。

脂肪肝の診断には採血が有用でGOT、GPT

が30 U/L以上なら、脂肪肝の可能性があり

ますが、GOTがGPTより髙い場合はより注意

が必要です。さらに、血小板やアルブシン

が減少傾向なら緊急事態です。また、アル

コール性脂肪肝の方では、G-GTPだけが高

値になることが多くあります。

非アルコール性脂肪肝には単純性脂肪肝

と脂肪肝炎（NASH）の２種類がありますが、

脂肪肝炎では10～20％が肝硬変や肝がんに

進行すると言われています。NASHは30代以

降の男性、閉経を迎えるころの女性で急激

に増加する傾向があります。

高齢になっても、脂質、糖質を若い時よ

り減らすことが出来ず、脂肪肝になる方が

多くおられますが、若い方の脂肪肝は全く

別問題です。深刻に考える必要があります。

次回は下肢循環のお話です。

杉田クリニック 杉田 隆彰

診察室からⅡ（92） 脂肪肝

岡
山
県
美
作
市

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
の
は
、

岡
山
県
英
田
郡
美
作
町
（
現
、

美
作
市
）
の
田
舎
で
す
。

山
奥
で
は
な
い
で
す
が
、

携
帯
の
電
波
は
あ

り
ま
せ
ん
。
よ
く

い
う
と
、
里
山
風

景
が
谷
あ
い
に
広

が
る
と
こ
ろ
で
、

近
く
に
は
湯
郷
と

い
う
温
泉
が
あ
り

ま
す
。

幼
稚
園
、
小
学

校
は
そ
の
温
泉
の

中
に
あ
り
、
当
時

は
湯
治
客
が
多
く

滞
在
し
て
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

近
年
は
高
速
道
路
の
イ
ン

タ
ー
も
近
く
に
で
き
、
隣
町

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
山
を
切

り
開
い
て
く
れ
た
の
で
、
日

照
時
間
が
少
し
長
く
な
っ
た

と
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
状
況
で

す
。少

し
足
を
延
ば
せ
ば
、
日

本
の
桜
１
０
０
選
に
な
っ
て

い
る
鶴
山
公
園
（
津
山
城
）

や
宮
本
武
蔵
生
誕
地
や
Ｆ
１

も
開
催
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る

国
際
サ
ー
キ
ッ
ト
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

幼
少
の
こ
ろ
、
小
学
校
ま

で
片
道
６
㎞

を
歩
い
て
通

学
さ
せ
て
も

ら
っ
た
の
で
、

脚
が
た
く
ま

し
く
成
長
し
、

お
か
げ
さ
ま

で
、
高
齢
者

に
近
づ
い
た

今
で
も
、
健

脚
を
維
持
で

き
て
い
ま
す
。

自
然
の
地
形
と
環
境
が
人

間
本
来
の
力
を
育
ん
で
く
れ

た
故
郷
で
す
。

東
１

山
本

純
子

私

の

故

郷

津山城とさくら


